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楽 器 探 訪 音の住処へ

コースティックチェロのシルエットをイ
メージさせるフォルムと温かな音色
が特徴の「SVC300F」の2種類。
前者はロックやポップスの現場で本
領を発揮し、後者はクラシック音楽
の奏者が容易に持ち替えられるよう
にデザインされている。両者の違い
は見た目だけにとどまらず、サウンド
面でも異なるチューニングがなされ
ているという。サウンド面の中核を担
うのは、サイレントチェロに初めて採
用された「SRTパワードシステム」だ。
「アコースティックチェロが持つ胴の
共鳴をシミュレートして、ピックアップ
が拾った音、つまり自分が演奏した
音に対して、自然な響きとしてリアル
タイムで付加していくのが『SRTパ
ワードシステム』です。先代モデルで
も、楽器の構造が生み出す音の作
り込みは、かなり高い完成度で行わ
れています。その土台の上に胴共鳴
をシミュレートした音も加えることで、
より豊かな表現ができるようになりま
した」（宮崎さん）

うひとつはマイクを立てて録音した
音、つまり客席やCDで聴くような第
三者の位置で聴こえる音と思ってい
ただけたらわかりやすいと思います」

（宮崎さん）
「SVC300C」と「SVC300F」はボ
ディ形状が異なるので、それぞれの
ピックアップが拾う響きも当然異な
る。そのため、胴共鳴のシミュレー
ションもそれぞれの性格に合うよう
に作り込まれているのが大きな特徴
といえる。
「どちらのモデルでも幅広い音
楽ジャンルに対応できるのです
が、振り切った音作りをした場 

　ピックアップからの音と胴共鳴を
シミュレートした音は本体側面のコ
ントロールパネルでブレンドするこ
とができ、例えばアコースティックな
響きにしたい場合はシミュレートの
音を多めに、逆にタイトな音が欲し
いときにはピックアップの音を多め
にするなどの調整が可能になった。 

「SVC300用にチューニングされた
リバーブやイコライザーも搭載してお
り、コントロールパネル上で『使える
音』を作り込むことができるのもポイ
ント。加えて、2種類の異なるサウン
ドタイプを搭載しました。ひとつは演
奏者のポジションで聴こえる音、も

「SVC300シリーズ」のコントロールパネルには、ピックアッ
プが拾った音と、胴共鳴をシミュレートした音をブレンドで
きるノブに加え、各モデル用に最適化されたトレブル＆バ
スのイコライザーが新たに搭載された。これらと2つのサウ
ンドタイプ、2種類のリバーブの組み合わせで、エッジの効
いたシャープなサウンドからアコースティックな箱鳴りにあ
ふれた豊かな響きまで、幅広いサウンドメイクが可能。ヘッ
ドホンを使用する場合は、弦や楽器の響きも合わせて感
じられる「オープンタイプ」のものがおすすめだ。またチュー
ナー機能も搭載され、基準ピッチの変更にも対応。旧モ
デルではひとつだったメインボリュームもLineとPhoneに
分離され、使い勝手が向上している。

好みの音を作り込めるコントロールパネル
挑戦のポイント2
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本体の設計と全体のディレクションを担当した宮崎交司さん（左）と、音作りを担当した中山大輔さん（右）。その
ほか電気設計やソフトウェア開発などを担当するメンバーをコアとして、「SVC300シリーズ」は開発された。
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クラシック音楽の花形楽器のひ
とつであるチェロ。協奏曲や無

伴奏の曲をはじめ、チェロが主役と
なる作品も多い。加えて、音楽のジャ
ンルレス化が進む近年では、ポップ
スやロックなどのポピュラー・ミュー
ジックでもチェロが活躍する場が増
えている。その象徴ともいえるのが、
2010年代を駆け抜けるように活動
し、2022年に惜しまれつつ解散した
2CELLOSだ。マイケル・ジャクソン
やU2といったロック・ポップス界のア
イコンたちの楽曲を2本のチェロで縦
横無尽にカヴァーする彼らは、そのサ
ウンドはもちろんステージ映えも含め
て新しい時代の到来を感じさせた。
　今回紹介するサイレントチェロ™ 

「SVC300シリーズ」の開発において、
音作りを担当したヤマハの中山大輔
さんは、プライベートでチェロを演奏
し、学生時代には先生に就いて習い、

きた宮崎さんは、20年近くにわたっ
て現役だった完成度の高い先代モ
デルをいかに超えるかという過去へ
の“挑戦”を「SVC300シリーズ」を
開発するテーマに据えた。
　そして、開発に協力したのはチェ
リストの柏木広樹氏。1980年代か
らアコースティック楽器を使ったイン
ストゥルメンタル・バンドG-CLEF
への参加やソロ活動を通じて、ジャ
ンルレスな音楽を作り続けている彼
が「SVC300シリーズ」の開発に関
わったのはいわば必然だったかもし
れない。

胴共鳴のシミュレーションにより
かつてない豊かな音色を実現

　今回の「SVC300シリーズ」の
ラインアップは、ステージ映えする
シャープなデザインとエッジの効い
た音色を持つ「SVC300C」と、ア

オーケストラにも所属していたが、ちょ
うどその頃デビューした2CELLOSに
衝撃を受けたのだという。
「ロックやポップスを、チェロを使っ
てこんなにもカッコよく演奏できるん
だ、と思いました。それで友だちと2
人で耳コピして真似して遊んでいた
んですけど、当時は機材や音作りに
ついての知識がほとんどなく、アコー
スティックのチェロだけでは味わえな
い表現の可能性があることを知りま
した」
　当時からロックやポップスをスタ
イリッシュに演奏できる楽器が欲し
い、と願っていた中山さんにとって、

「SVC300シリーズ」の開発は、い
わば念願のプロジェクトだったに違
いない。もうひとり、今回話を伺った
のは、設計を担当した宮崎交司さ
ん。チェロのみならず、これまでサイ
レント弦楽器の開発に広く携わって

過去への“挑戦”が詰め込まれた
19年ぶりの新モデル

「SRTパワードシステム」は、共鳴胴を持たな
い楽器に対し、アコースティック楽器の自然な
響きをリアルタイムに与える技術で、サイレント
ギターやサイレントバイオリン、サイレントベース
で採用されている。アコースティックチェロの
音の響きを解析し、そこからそれぞれのサイレン
トチェロの個性に合った胴共鳴音の特性を
作り上げている。これにより、従来のサイレント
チェロが持っていたサウンドにより豊かな胴共
鳴が加わることとなり、アコースティックな響き
を求める奏者も扱いやすくなった。

豊かな胴共鳴を再現する「SRTパワードシステム」を搭載
挑戦のポイント1

※SRT：Studio Response Technology

共鳴胴を持たない楽器の特性

SRTによってアコースティック楽器
の共鳴音が付加された特性

※周波数特性のイメージ
アコースティック楽器の共鳴音

合成

6 Myujin  2025  Winter


